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❖著者紹介 アドルフ・フォン・ハルナック（Adolf von Harnack）　1851年生まれ。ベルリン大学神学部教授、カイザー・ヴィ
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現在、京都大学大学院文学研究科教授（キリスト教学専修）。　著書　『マルキオン思想の多元論的構造─プトレマイオスおよびヌ
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「異端の始祖」と呼ばれるマルキオンは、
「教会の改革者」か？ それとも「新しい宗教の創設者」か？
仮現論や様態論などのキリスト論、新約聖書正典の成立、グノーシス的諸概念の分析など、教理
史研究に不可欠なハルナックのマルキオン研究。約100年前の著作にもかかわらず、現在でも読
み継がれる古典的名著の待望の翻訳！


